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Ⅰ．東北河川管理技術研究会 第１６回通常総会を開催 

 

日 時：令和７年 ６月２４日（火）１０：００～ 

場 所：（一社）東北地域づくり協会 公益ビル 会議室 

 

１．開会のことば 

 

２．会長あいさつ 

  三浦会長あいさつ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．定足数の確認 

最初に出席者を確認、総社員数１０４名（個人８９名、団体１５社）中、出席者３４名（個

人３２人、団体２社）、権限委任者４０名、総出席者７４名となり定足数を満足しているので、

「総会の成立を宣言」しました。（定款第１９条第１項により、総社員数の２分の１以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東北河川管理技術研究会総会を開催 
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議 事 

（１）議長選出 

  議長には、三浦 昭会長を選出。 

（定款第１８条 総会の議長は、会長とする。） 

（２）書記指名 

事務局より高橋 長幸氏、高橋 忠良氏の 

２名を書記に指名。 

（３）議事録署名人選出 

  佐々木 秀明氏、中川 博樹氏の２名を選出。 

（定款第２１条第２項） 

（４）議題 

    第１号議案 令和６年度事業報告 

事務局より、第１号議案令和６年度事業報告について説明。 

令和６年度事業報告については、異議なく「承認」されました。 

第２号議案 令和６年度決算報告書 

令和６年度決算報告書及び監査報告については、関連することから一括して審議。 

     事務局より、令和６年度決算報告書として、貸借対照表、損益計算書、個別注記表を

説明。 

     監査報告は、監事である阿部 晋二氏から報告。 

令和６年度決算報告については、異議なく「承認」されました。 

第３号議案 令和７年度 事業計画（案） 

     事務局より令和７年度事業計画（案）について提案。 

  令和７年度事業計画（案）については,異議なく「承認」されました。 

第４号議案 令和７年度 収支予算書（案） 

      事務局より令和７年度収支予算書（案）について提案。 

     令和７年度収支予算書（案）については,異議なく「承認」されました。 

第５号議案 理事改選について 

  今般、役員改選はありませんが、欠員が生じたため後任の理事を理事会において選任、

この場で承認をお願いしたく提案。  

      理事として、佐藤 喜一郎氏が異議なく「承認」されました。 

              

  ５．その他 

   事務局より会員の分科会加入を複数可能とする旨を周知しました。 

 

６．閉会のことば 

   議長は、１０時４０分閉会を宣言しました。 

 

以  上 
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ダム管理分科会「摺上川ダム」意見交換会を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三浦 摺上川ダム管理所長 挨拶 

意見交換会 状況 

現場での課題説明、意見交換 状況 

 分 科 会 活 動 
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（

編集 事務局） 



4 

東北地方整備局の河川技術研修に講師派遣 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東北地方整備局が実施する河川技術（管理）研修、河川技術（ダム管理）研修に派遣依頼を受け、それぞれ

お二人に講師として出席していただきました。 

河川技術（管理）研修では、高橋一氏、八木恵里氏に 10 月 23 日の「現場実技研修（広瀬川堤防）」、24 日

の「グループ討議（講話）」にて、河川技術（ダム管理）研修では、谷田広樹氏、佐々木秀明氏に 10 月 22 日

の「現地研修（長井ダム）」、23 日の「ダムの維持管理」にて研修生への指導にあたっていただきました。  

 

 

 

 

 

 

広瀬川堤防での現地研修 

長井ダムでの現地研修 
河川技術（ダム管理）研修での講義 

河川技術（管理）研修での講話 
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流量観測現地講習会を開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 流量観測の現地講習会を開催しました。これは、北上川下流河川事務所の協力を得て、当研究会の共同調査・

研究の一環として、研究会の企業会員である（株）三協技術、（株）福田水文センターほか、（株）古川測量設

計事務所、（株）センソクコンサルタント、（株）仙台測器社、（株）ハイドロシステム開発が共同で実施した

ものです。 

 場所：吉田川落合水位観測所周辺の河川敷 

日時：令和７年１１月１４日 10:00～12:00 

講習内容 

1) 非接触型流量観測 

・落合水位観測所に設置したカメラの画像解析による流速観測と従来浮子観測との精度検証報告 

2) ADCP を用いた低水流量観測 

・ラジコン ADCP ボートによる流量観測と ADCP による深浅測量の紹介 

3) 高水流量観測 

・自動浮子投下装置、GNSS 装着浮子の紹介 

・電波流速計の紹介 

 当日は、天気は良いものの風が強い河川敷でありましたが、下流事務所の職員をはじめ関連企業の方

30名余りの参加者があり、流量観測の新技術を実際に体験することができました。 

下流事務所、及川建設専門官の挨拶 三浦会長の挨拶 

落合水位観測所の流観カメラ 

ラジコン ADCP ボート 

ADCP ボートの実動状況を見る 
電波流速計を実体験 
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 編集後記           

  分科会活動状況の掲載が時宜を逸したことをお詫びします。 

 令和７年度の新入会員の申込みも順次いただいているところです。また、会員の皆様には、職場など変

わられた方もいらっしゃると存じます、連絡先など変更ある場合は、事務局にお知らせください。 

 

今年は６月から７月の小雨で各地で渇水の状況を伝えるニュースが相次ぎました。８月上旬の雨で

一息という地域もあったようですが、鳴子ダムでは、貯水率 0％とという記録的な渇水の中、最低水位

以下の貯留水を活用して、出穂期のかんがい用水を切れ目無く補給したということでした。また、渇水

の一方で 9 月初、秋田県を中心に大雨があり洪水被害が発生しました。大雨の 2 週間後に国道 105 号

を通る機会があり、国道から見る桧木内川沿線は被災した家屋、流木が散乱した田畑など洪水の爪跡が

そのままでした。お隣の阿仁川の森吉山ダムでは既往最大となる流入量に対し、洪水調節により下流河

川水位を下げる効果を発揮したとのこと。渇水、洪水においてダムのある流域とない流域では生活や経

済に及ぼす影響が大きく違うということをあらためて思ったしだいです。 

 

会員の皆さまには、今後ともご支援・ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

                   (編集 事務局) 

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

      

。 

（編集 事務局） 


